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	報 告 者
	クラブ　広島セーリングスクール
学年　9　　　　　　　　　氏名　吉川　蓮

	大 会 名
	IODA  ASIAN CHAMPIONSHIP  2013

	開 催 地
	葉山・日本

	大 会 期 間
	8/21~8/31

	セールNo
	JPN3272
	最 終 順 位
	80


	気温、水温、ウエアについて
	大会を通して暖かかったため、あまり厚着することはありませんでした。


	海面（湖面）の特徴や風の傾向
	普段練習している広島の海面に比べて波の形が全く違い、大きさも大きかった。
沖からの風は安定していたが、少しずつシフトしていて、基本的に一日を通してどちらかにシフトしていることが多かった。



	セッティングで注意したこと
	波がある微風でもスピードがでるように、そうゆうコンディションの時はパワーを重視しました。


	セーリングで注意したこと
	沖から風が吹いているとき、特に強風時は大きなうねりがあったため、波に合わせたトリムをした。


	海上で練習したこと
	慣れない波のある海面だったので、少しでも早く波に慣れることが必要だと思い、
波に対して積極的に試行錯誤した。

	実際のスベリはどうでしたか？
	チャーターだったからスベりにくいかと思っていたけど、思ったよりスベリは良かったです。

	スタートは、どうでしたか？
	シンガポールやタイなどの強豪国の選手は、よっぽど下有利でないかぎり上を独占していて、そのあいだに入ることは難しかったです

	コース戦略はどうでしたか？
	なかなかコースがつかめず、何度か失敗してからはあまり攻めず、安全なコースをとってました。
大会を通して、タックの回数は1レグ6～8回までと決め、タックするときは本当にそれが必要かどうか考えました。

	自分より上位の選手との違いは？
	スピードは思ったほど差が激しくは感じられなかったが、スタートの位置取りで絶対に落としていませんでした。

	国内の練習で役立ったこと
	微風のコンディションで、左右前後のバランスを大会前に練習していて、少しのヒールやアンヒールなどがなくなったことで、長距離を走ったときの差が大きかったです。

	国内の練習で足りなかったこと
	他の選手に比べて体重が重かったが、強風の練習が足りなかったため、強風でのスピードが無かったです。

	印象に残った外国選手は？
	シンガポールのRyan Teo　という選手です。
彼はチャンピオンで、レースと他の事の切り替えがすごかったです。

ずっとレースに集中しているわけではなく、緩むときはちゃんと緩んでるところがすごいと思いました。

	行く前と、行ってからで違ったことはありましたか。
	初日の計測の日にオーストラリアチームの友達ができ、それをきっかけにいろんな国の人と仲良くなって、結果的に自分のスピードなどにもつながるヨットの話などができました。

	今後の課題と目標は？
	今回の大会で自分の世界が広がり、日本国内だけでは知ることのなかったであろう海外のヨット事情を知ることができたため、今後も積極的に情報を手に入れ、自分の成績につなげたいとおもいました。

	JODAへの要望
	海外派遣選手の英語の能力を上げ、日本の選手が世界中の選手ともっとコミュニケーションをとれる環境を作ってほしいです。
直接的ではありませんが、選手の成績向上につながると思います。

	その他
	


ご協力ありがとうございました
JODA海外派遣委員会
